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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 様 な 状 況 に 鑑 み て 、 本 発 明 者 ら は 、 カ ル シ ウ ム の 生 体 内 利 用 率 を 向 上 せ し め 、 以 て 、
骨 形 成 に 有 用 な 経 口 投 与 用 の 組 成 物 を 提 供 す べ く 、 鋭 意 研 究 努 力 を 重 ね た 結 果 、 キ ク 科 タ
ラ ク サ カ ム 属 の エ キ ス に カ ル シ ウ ム を 生 体 に 効 果 的 に 吸 収 せ し め る 作 用 を 見 出 し 、
こ の も の と カ ル シ ウ ム 源 、 骨 形 成 関 与 ビ タ ミ ン と を 組 み 合 わ せ て 経 口 投 与 用 の 組 成 物 に 含
有 さ せ る こ と に よ り 、 骨 形 成 に 有 用 な 経 口 投 与 用 の 組 成 物 が 得 ら れ る こ と を 見 出 し 発 明 を
完 成 さ せ る に 至 っ た 。 即 ち 、 本 発 明 は 以 下 に 示 す 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
（ １ ） １ ） キ ク 科 タ ラ ク サ カ ム 属 の 植 物 の エ キ ス 、 ２ ） カ ル シ ウ ム 源 及 び ３ ） 骨 形 成 関 与
ビ タ ミ ン を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
（ ２ ） キ ク 科 タ ラ ク サ カ ム 属 の 植 物 の エ キ ス が 根 部 の 抽 出 物 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （
１ ） に 記 載 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
（ ３ ） 骨 形 成 関 与 ビ タ ミ ン が ビ タ ミ ン Ｄ 及 び ／ 又 は ビ タ ミ ン Ｋ で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
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（ １ ） 又 は （ ２ ） に 記 載 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 。
（ ４ ） 食 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ３ ） 何 れ か １ に 記 載 の 経 口 投 与 用 の 組
成 物 。
（ ５ ） カ ル シ ウ ム 補 給 用 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ４ ） 何 れ か １ に 記 載 の 経
口 投 与 用 の 組 成 物 。
（ ６ ） 骨 粗 鬆 症 に 適 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 （ １ ） ～ （ ５ ） 何 れ か １ に 記 載 の 経 口
投 与 用 の 組 成 物 。
以 下 、 実 施 の 形 態 を 中 心 に 本 発 明 に つ い て 更 に 詳 細 に 説 明 を 加 え る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
（ ３ ） 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 の 必 須 成 分 で あ る ビ タ ミ ン
本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 は 、 ビ タ ミ ン を 必 須 成 分 と し て 含 有 す る こ と を 特
徴 と す る 。 こ こ で 、 本 発 明 で 言 う ビ タ ミ ン と は 、 骨 形 成 或 い は カ ル シ ウ ム の 生
体 内 へ の 吸 収 に 関 与 す る ビ タ ミ ン の 総 称 で あ り 、 例 え ば ビ タ ミ ン Ｋ １ 、 Ｋ ２ 等 の ビ タ ミ ン
Ｋ 群 、 ビ タ ミ ン Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 Ｄ ３ 等 の ビ タ ミ ン Ｄ 群 が 例 示 で き 、 こ れ ら の 何 れ も が 本 発 明
の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 の 構 成 要 素 と な る こ と が で き 、 こ れ ら は 唯 １ 種 を 使 用 す る こ と も で
き る し 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と も で き る 。 こ れ ら の 内 、 特 に 好 ま し い も の
は 、 ビ タ ミ ン Ｄ ３ と ビ タ ミ ン Ｋ ２ の 組 み 合 わ せ で あ る 。 こ れ は 、 こ の 組 み 合 わ せ に 於 い て
カ ル シ ウ ム の 腸 管 か ら の 吸 収 、 生 体 内 へ の 取 込 、 骨 形 成 の 促 進 に 及 ぼ す 効 果 が 著 し い た め
で あ る 。 本 発 明 の 経 口 投 与 用 の 組 成 物 に 於 け る 、 か か る ビ タ ミ ン の 好 ま し い 含
有 量 は 、 総 量 で ０ ． ０ ５ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ り 、 更 に 好 ま し く は 、 ０ ． １ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ
る 。 こ れ は 多 す ぎ る と ビ タ ミ ン の 過 剰 投 与 の 懸 念 が あ る 場 合 が あ り 、 少 な す ぎ る と 効 果 を
発 現 し な い 場 合 が あ る か ら で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
＜ 実 施 例 １ ＞ 通 常 食 （ Ｍ Ｆ ： オ リ エ ン タ ル 酵 母 製 ） 及 び 水 道 水 で 飼 育 し た ６ 週 令 の ウ ィ ス
タ ー 系 雄 性 ラ ッ ト （ １ 群 ７ 匹 、 計 ２ ８ 匹 ） を 投 与 前 ２ ４ 時 間 絶 食 さ せ た 後 、 下 記 表 １ に
示 し た 成 分 を そ れ ぞ れ ２ ｍ Ｌ ／ ｋ ｇ の 投 与 量 と な る よ う １ ％ ト リ ト ン Ｘ － １ ０ ０ （ 和 光 純
薬 製 ） 生 理 食 塩 水 溶 液 に 可 溶 化 さ せ た 溶 液 を 、 ラ ッ ト 腹 腔 内 に 組 成 物 の 量 と し て ２ ０ ０ ｍ
ｇ ／ ｋ ｇ の 割 合 と な る よ う に そ れ ぞ れ 投 与 し た 。 コ ン ト ロ ー ル 群 に は １ ％ ト リ ト ン Ｘ － １
０ ０ 生 理 食 塩 水 溶 液 の み を 上 記 と 同 じ ２ ｍ Ｌ ／ ｋ ｇ の 割 合 で 投 与 し た 。 投 与 の ６ 時 間 後 に
麻 酔 下 に お い て 全 て の ラ ッ ト の 腹 部 を 開 腹 し 胃 幽 門 部 端 と 十 二 指 腸 の 遠 位 端 を 結 さ つ し 十
二 指 腸 ル ー プ を 作 成 し た 。 ル ー プ 内 に 放 射 性 同 位 体 で ラ ベ ル し た （ 45Ｃ ａ ） 塩 化 カ ル シ ウ
ム を 投 与 し 、 １ ０ 分 後 に 門 脈 よ り 採 血 し て 血 中 の カ ル シ ウ ム 移 行 量 と ル ー プ の カ ル シ ウ ム
残 存 量 を 放 射 活 性 に よ り 測 定 し た 。 サ ン プ ル を 投 与 し た 群 に お け る 総 （ 45Ｃ ａ ） 塩 化 カ ル
シ ウ ム 投 与 量 の 放 射 活 性 よ り 十 二 指 腸 ル ー プ の 残 存 カ ル シ ウ ム 放 射 活 性 を 減 じ た 値 （ ７ 匹
の 平 均 値 ） を 、 コ ン ト ロ ー ル 群 に お け る 総 （ 45Ｃ ａ ） 塩 化 カ ル シ ウ ム 投 与 量 の 放 射 活 性 よ
り 十 二 指 腸 ル ー プ の 残 存 カ ル シ ウ ム 放 射 活 性 を 減 じ た 値 （ ７ 匹 の 平 均 値 ） で 除 し て １ を 減
じ 、 こ れ に １ ０ ０ を 乗 じ た 値 を カ ル シ ウ ム の 吸 収 促 進 値 と し て 評 価 に 用 い た 。 結 果 は 、 表
１ に 示 す 。 こ れ よ り 、 ビ タ ミ ン を タ ラ ク サ カ ム 属 の 植 物 の エ ッ セ ン ス を 共 存 さ
せ る こ と に よ り 、 カ ル シ ウ ム の 腸 管 か ら の 吸 収 を 著 し く 高 め る こ と が わ か る 。 又 、 ビ タ ミ
ン Ｄ は 骨 形 成 促 進 と カ ル シ ウ ム の 腸 管 吸 収 促 進 の ２ つ の 作 用 を 兼 ね 備 え る も の で あ る が 、
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通 常 の 条 件 で は 、 ビ タ ミ ン Ｄ を 投 与 し て も 、 腸 管 か ら の カ ル シ ウ ム 吸 収 が 骨 形 成 促 進 作 用
に 追 い つ い て お ら ず 、 腸 管 か ら の カ ル シ ウ ム 吸 収 が 律 則 段 階 と な っ て お り 、 ビ タ ミ ン Ｄ 以
外 の 物 質 に よ り 更 に 腸 管 吸 収 を 高 め る こ と が ビ タ ミ ン Ｄ の 骨 形 成 促 進 作 用 を よ り 効 果 的 に
発 現 さ せ る 要 因 と な っ て い る こ と が わ か る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 表 １ 】
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